
第
二
番

第
三
助

川
0
]1

〓

ハ

レ

ユ
-
ツ
ド
牛
島
贋
≡
紀
層
序
論
三
)

横

山

次

郎

四
.

守

り

-

暦

(放
き
)

太
平
洋
の
北
練
を
な
す
地
方
に
お
い
て
蓋
に
始
新
世
な
り
}J
倍
せ
ら
る
～
陸
戊
の
倉
衆
膚
の
直
上
に
凍
る
海
成
層

は
か
-
類
似
し
た
化
石
動
物
群
を
包
蔵
し
ほ
ぼ
同
時
代
亡
者

へ
る
事
が
で
き
る
｡
即
ち
ア
ラ
ス
カ
及
ア
レ
タ
ー
に
於

て
始
新
世
倉
貌
厨
の
上
に
あ
る
海
成
層
は
デ
ー

ル
氏
は
ア
ス
-
リ
ア
層
に
比
摸
し
後
者
は
ア
シ
立

-
ン
州
に
て
は
賓

は
漸
新
世
暦
に
て
カ
リ
ホ
ル

ニ
ア
州
の
サ
ソ
ワ
レ
ソ
ゾ
棟
に
粛
常
す

る
だ
倍
せ
ら
れ
て
ゐ
る
.
我

マ
リ
ー
暦
は
す
で

に
論
じ
た
る
如
-
で
あ
る
か
ら
矢
張
此
等
の
漸
新
世
膚
の
御
仲
間
入
･I
を
す

る
こ
と
に
な
る
.
常
磐
の
浅
見
砂
岩
も

ま
た
然
-
で
あ
る
J

浅
見
砂
岩
は
我
団
に
て
テ
ィ
ア
ジ
ラ
､
ビ
セ
ク
タ
を
合
む
地
膚
の
最
古
き
も
の
で
あ
っ
て
米
国

に
あ
つ
て
は
賓
に
サ
ソ

ロ
レ
ン
ゾ
枕
が
最
古
き
そ
れ
で
あ
る
CF
デ
イ
ブ
カ
ー
ノ
ン
氏
に
よ
れ
ば
カ
リ
ホ
ル

エ

ア
に
て

漸
新
世
後
年
の
動
物
群
に
北
方
種
及
び
韮
洋
種
が
混
入
す
る
事
の
多

い
の
は
ア
ジ
ア
'
ア
メ
リ
カ
両
大
陸
の
連
絡
が

此
時
に
断
た
れ
北
極
地
方
の
水
は
定
流
b･J
な
つ
で
南
下
し
た

亡
者

へ
ら
れ
脊
椎
動
物
化
石
の
上
よ
-
-
同
機
の
推
論

が
符
-
れ
ろ
｡
此
庫
代
は
蜜

に

1
の
浸
弾
時
代
で
あ
っ
て
北
太
平
洋
の
北
棟
地
方
は

1L
舷
に
ト
ラ

ン
ス

グ

レ

ヅ

シ

ヨ



ン
が
あ
-
べ
-
-
ン
グ
渦
が
細
川
か
れ
た
0
斬
新
世
後
坐
T
の
か判
候
は
大
に
低
下
し
て
流
し
-
な
っ
た
0

マ
-
-
厨
の
上
部
に
は
支
離
石
が
多
-
含
ま
れ
た

7
糖
が
あ
る
J
玄
能
石
は
紳
保
博
士
に
よ
れ
ば

Goethite
だ

い
ふ
域
の
水
酸
化
物
の

7
種
な
る
傑
物
が
方
解
石
に
よ
-
借
換

さ
れ
た
椴
晶
で
あ
る
ど
い
ふ
事
で
あ
る
｡
此
奇
石
は

限
ら
れ
た
る
小
局
地
に
で
は
地
層
の
或
部
分
に
特
有
で
あ
る
革
が
あ
る
｡
し
か
し
多
少
離
れ
た
地
方
で
は
和
綿
の
上

に
何
の
役
も
な
さ
な
い
ビ
信
せ
ら
れ
る
｡

五
､
か

尊

B

D

3

暦

此
は

マ
リ
ー
潜
及
其
以
前
の
.盆
成
に
か
ゝ
る
岩
石
上
に
不
暴
食
に
凍

-
マ
ヤ
ム
ラ
フ
岬
の
南
方
で
軟
質
の
砂
に
不

整
倉
に
改
覆
せ
ら
る
ゝ

厚
き
地
厨
で
あ
る
が
内
的
に
は
岩
贋
の
分
化
少
-
慣
分
が
困
難
で
あ
る
.
寧
島
に
於
で
最
贋

-
分
布
し
て
東
西
両
海
岸
に
近
-
平
行
し
て
を
る
二
山
脈
の
中
軸
部
以
外
は
殆
全
部
本
暦
が
構
成
し
て
ゐ
る
rJ
就
中

秩
序
盤
蛮

ĴJ
し
て
露
出
し
て
ゐ
る
の
は
ゴ
ル

ネ
ラ
岬
以
南
の
西
海
岸
で
下
底
か
ら
最
上
部
ま
で
が
海
岸
の
断
崖
で
観

察
し
得
る
｡
し
か
し
海
岸
線
の
方
向
だ
走
向
ビ
が
甚
僕
し
か
角
皮
を
な
さ
な
い
の
せ
長
い
距
離
の
問
同
じ
屠
準
が
薦

い
て
ゐ
る
O
エ
ス

ペ
ン
ベ
ル

グ
山
で
は
背
斜
向
斜
を
な
し
て
ゐ
る
｡

其
軸
は
北
三
十
度
乃
至
四
十
皮
西
の
走
向
で
あ

る
｡
し
か
し
中
央
丘
陵
地
帯
に
て
は
多
少
浅
み
な
が
ら
も
ほ
ぼ
水
中
に
近
い
呈
自
つ
て
よ
ろ
し
い
.
政
敵
に

マ
チ
ガ

ー
ル
ビ
ヌ
ー
ル
の
聞

セ
-
ウ

エ

ル

ヌ
イ
関
に
の
ぞ
む
海
岸
に
は
本
瀞
下
部
の
他
は
見
る
を
得
な
い
O

rJTl
ル
ネ
ラ
岬
以
苗
の
海
岸
に
で
は
木
犀
を
上
中
下
に
三
隈
介
し
得
る
｡
下
部
は
ゴ
ル
ネ
ラ
岬
で
玄
武
岩
上
に
位
混

シ

ユ
",
ヅ
ド
牛
島
第
三
紀
厨
序
論

凹望

l
セ



地

球

鰐
二
番

鍔
三
教

四
品

I
A

し
ま
に
泥
質
の
岩
石
か
ら
成
る
｡

往
々
大
塊
の
花
園
岩
.
閃
線
岩
.
片
麻
岩
.
鹿
晶
質
片
岩
及
舌
期
畏
色
頁
岩
等
が

食
ま
れ
て
ゐ
る
｡
此
種
の
大
塊
を
な
す
栗
石
は
シ
ユ
ミ
ツ
ド
竿
島
及
び
北
樺
太
の
北
竿
に
費
見
さ
れ
な
い
も
の
で
あ

る
｡
基
底
は
不
革
命

で
あ
る
が
境
界
が
甚
L
-
不
規
則
に
L･{
る
こ
ど
が
あ
っ
て
場
食
に
よ
っ
て
は
玄
武
岩
が
後
代
の

噴
人
の
加
-
に
観
察
さ
れ
易
い
.
し
か
し
明
か
に
玄
武
忍
は
表
面
涯
で
あ

-
又
其
磯
が
I
iV
･･

厨
中
に
多
-
食
ま
れ

ゐ
る
革
に
よ
-
不
輩
令
の
牌
係
を
知
る
を
得

る
｡

中
部
は
海
抜
石
砂
岩
p泥
岩
､貫
山雪
賛
衣
色
砂
岩
か
ら
成
っ
て
ゐ
て
そ
の
標
式
露
頭
は
ピ
ー
ブ

タ
オ
附
近
に
あ
る
｡

頁
岩
中
に
は
米
国
西
部
に
て
軍
と
し
て
漸
新
世
に
棲
息
し
中
新
世
前
期
に
ま
で
戎
薦
し
た

P
ecte71(P
SeZLdE17m
lSll!7)1)

4

e
C
k
a
17
1
3

.
G
a
bb

な
る
化
石
が
敬
属
さ
れ
る
O

上
部
は
圭
に
箱
極
細
鼎
貿
砂
を
渥
す
る
泥
岩
よ

-
な
っ
て
同
定
不
離
の
貝
化
石
の
印
象
が
少
し
-
倉

ま

れ

で

ゐ

る
｡
ク
ィ
ア
'･,i
.フ
'
ビ
セ
〝
ク
ビ

P
jla
COid
7eJ
の

f
種
は
判
別
し
得
た
O
か
-
化
石
は
少
-
不
良
で
あ
っ
て
テ

ハ
ノ

ウ
ィ
ッ
チ
氏
が
記
す
ご
ざ
き
種
名
は
勿
翰
属
名
さ
へ
知
-
難

い
の
で
あ
る
が
-
ウ
",暦
が
漸
新
世
.@
な
る
マ
リ

ー
膚

の
上
に
不
整
合
に
あ
る
事

1
風
脚
新
倣
腐
ら
し
き
.i,リ
･L
サ
ク
静
の
下
位
に
あ
る
革
に
よ
-
大
櫨
中
新
世
で
あ
る
ビ

考

へ
る
事
は
無
理
で
な
い
O
し
か
も
其
下
部
は
中
新
世
初
期
で
あ
る
こ
E
は
ペ
ク
チ
ン
､

ペ
ッ
カ
",を
鹿
す
る
事
に

よ
･L}
謬
せ
ら
る
ゝ
CP

･1
ク

-
ビ

49
-
-
リ
オ
の
閥
､
船仰
岸
に
目礼
ら
る
＼
払
胴序
を
下
部
よ
･J,
記
載
す
る
k
,加
ハ
の
.如
′1
で
あ
る
0



基
敗
北.
玄
武
巾村
.

ィ
､
基
底
扱
者
~
玄
武
岩
嫌
を
含
む
｡
基
盤
ビ
不
整
合
｡

Ⅴ
'
泥
岩
､
大
石
塊
を
食
む
二

二
〇
米
)
0

ハ
､
櫨
状
頁
岩

二
二
米
)拓
練
石
砂
岩
珊
二
枚
を
介
在
す
o

こ
.
紬
に
砕
け
易
き
頁
岩
､
ペ
ク

テ

ソ

､
ペ
ッ
カ
ミ
ニ
南

米
)
0

ホ
､
中
粒
質
黄
純
色
砂
岩
(凹
米
)
0

へ
p
細
に
砕
け
易
き
頁
岩
.
石
衣
貿
圏
塊
多
し
｡
ペ

ク

チ

ン

.
ペ
ッ
カ
ミ
(
〓
二
光
)
.

ト
.
中
粒
贋
.
黄
褐
色
砂
岩
(七
光
)O

チ
p
頁
岩
｡

リ
'
中

樺

砂

岩

｡

｢
ホ
｣
以
上
の
君
岩
鹿
は
歴

々
砂
潜
の
岩
脈
に
賞
か
れ
て
ゐ
る
0

秒
岩
脈
は
貴
著
の
裂
帽
を
下
に
あ
る
砂
が
墳
入
し

た
も
の
で
其
上
昇
力
は
地
震
ビ
い
ふ
説
も
あ
る
｡
DLt
I
リ
ク
オ
附
近
の
加
-
数
多
-
馨
達
し
た
る
は
他
に
見
な
い
の

で
あ
っ
て
最
大
の
は
巾
二
光
を
越
し
小
な
る
は
縦
横
に
走

っ
て
瓦
に
交
斜
錯
雑
し
或
ひ
は
石
灰
質
圃
塊
を
中
断
し
て

貫
通
し
た
も
の
な
で
又
そ
れ
が
漣
宿
し
て
聯
珠
状
を
t･FJす
L=6.,A/,種
々
の
奇
観
を
量
す
る
0

ピ
ー
リ
ク
オ
よ
-
商
の
海
岸
で
は
前
掲
｢
リ
｣
の
中
粒
砂
岩
以
上
が
露
出
し
て
ゐ
る
O

シ
A
,､＼
タ
ド
牛
島
節
三
組
暦
序
論

凹
嘉

E
･沌



地

球

)7
中
部

の
rJ･3寧
p
(計

一
三
〇
米
)
.

./_.ヽ

イ
P
賓
岩
'
ペ
ク
チ
ン
p
ペ
ッ

カ
ミ
.

ロ
.
中
准
淡
褐
色
砂
岩
cc

第
二
番

節
三
助

四
〇
舛

〓

0

二

貫
岩
､
ペ
ク
チ
ン
.
ペ
ッ

カ

ミ
0

-ヽ二
上
部
甲

(蓬
に
砂

山雪

lH川t川一

ィ
.
中
瀧
砂
岩
､圏
塊
､形
状
種
々
あ
-
'
小
な
る
物
の
集
合
鯉
は
葡
萄
状
'魚
卵
状
を
崩

す
､
膨
多
(八
〇
米
)
.

ロ
.
貢
岩
二

〇
米
)
o

r1
.
砂
岩
(二
〇
米
)0

ニ
p
賀
意
三

〇
来
し
｡

ホ
F
細
脱
純
音
色
砂
岩
､
小
な
る
撲
あ
,ウ
ニ
二
〇
米
)
.

＼ノ三

上
部
乙

.1

下
草
は
極
細
壮
砂
岩
.
次
籍
に
細
に
な
-
上
竿
は
泥
岩
及
び
頁
岩
･JJ
化
す
.
厚
さ

7
0
0
米
内
外
か
｡

■■■.-■■Hu
四

上
部

丙
(計

〓

10
米
)

イ
'
親
株
砂
石
を
爽
む
頁
倉
一
テ
ィ
ア
ジ
タ
､
ピ
セ
ク
タ
｡

p
､
帯
糾問
灰
色
細
粒
克
灰
暦
ハ砂
･=訂
~
化
石
H
ハ頼
あ
-



不
華
人骨
に

Ii,-
-
ク
ク
櫛
に
被
覆
さ
る
〇

六
､
と
リ
ト
r
･ウ
屠

ピ

ー
ク
ク
オ
よ
-
海
岸
を
侍
ひ
て
南
行
し
ビ
リ
ー
ク
ク
に
近
け
ぼ
-
ク
ミ
厨
の
最
上
部
を
不
整
食
に
被
覆
す
る
本

暦
に
愈
す
る
.
不
整
各
露
頭
か
ら
南
ブ
p
ン
ゲ
関
口
の
砂
明
に
終
る
海
格
の
低
半
襟
汲
状
丘
地
は
全
部
本
層
よ
り
な

っ
て
ゐ
る
｡

ビ
リ

ー
ク
ク
暦
の
最
特
性

/̂J
す
る
の
は
下
の
岩
層
に
比
し
鎗
程
軟
い
事
で
､
す

べ
て
砂
ビ
粘
土
の
交
代
互
暦
よ
-

構
成
さ
れ
t
i/)
れ
も
砂
岩
.
粘
土
潜
･fJ
い
ふ
程
度
の
凝
固
空

ホ
さ
な
い
｡
澱
下
部
は
償
犀
哩
を
有
す
る
次
白
色
の
砂

で
石
英
質
で
あ
る
.
次
に
青
色
粘
土
及
び
白
色
の
ノ砂
が
あ
っ
て
上
部
は
次
弟
に
交
代
し
粘
土
中
に
は
並
淡
化
し
た
木

片
等
を
倉
む
｡
ピ
ソ
･1
ク
ク
(人
家
な
し
)
の
南
方
無
人
漁
屋
附
近
に
は
美
事
に
成
屠
し
た
砂
利
膚
を
爽
む
.
上
部
は

殆
中
粒
及
び
細
粒
の
砂
か
ら
成
-

白
色
次
色
黄
色
の
者
が
互
に
交
代
し
て
ゐ
る
0

4i,
-
ト
ク
ク
膚
中
に
は
時
代
を
定

め
る
に
必
繋
L･<
化
石
を
費
托
し
得
な
か
っ
た
O
rrJ1･イ
カ
ル
関
口
ウ
ィ
ス
ク
よ
～-ノナ
ウ
巧
フ
カ
に
至
る
海
洛
断
崖
に
露

出
し
た
砂
の
暦
も
本
暦
の
延
長
3(J
考

へ
る
事
は
少
し
も
不
各
班
で
な
い
が
此
方
宙
で
は
ス
ラ
ウ
ド
コ
エ
湖
畔
に
亜
求

厨
を
介
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
木
犀
は
陸
上
の
戊
生
で
大
部
は
河
の
沈
積
で
あ
る
三
岳
ひ
得
る
.
凍
原
の
時
代

は
鮮
新
世
ĴJ
L
で
大
な
る
視

-
が
な
い
ざ
信
す
る
.

恵
.
第
三
紀
以
後
の
沈
緯

シ
千

､へ

ヅ
ド
中
段
鰐
三
組
際
序
論

M
宝

二

l



地

球

第
二
番

第
三
戟

E
O
(

こ

こ

錆
三
紀
厨
以
後
の
沈
積
に
は
洪
積
世
の
段
丘
堆
砥
ぎ
石
氷
.
沖
積
世
の
泥
衆
､
ツ
ン
ド
ラ
等
が
あ
る
.

段
丘
堆
積
は
砂
利
､砂
が
蓬
で
あ
る
0
牛
島

7
股
に
海
岸
に
二
十
兼
乃
至
四
十
米
の
輝
潰
段
丘
が
あ
っ
て
其
堆
我
は

可
な
-
の
厚
さ
の
部
が
あ
る
｡

石
氷
は
前
に
｢
シ
ユ
ミ
ヅ
ド
宇
島
探
検
記
｣
に
記
し
た
加
-
で
あ
る
が
シ
ベ
リ
ア
に
て
所
々
ーこ
敬
達
し
た
る
を
見
る

を
得
る
氷
の
地
層
の
轟

で
あ
る
｡

種
太
に
は
ツ
ン
ド
ラ
や
残
雪
は
所

々
に
あ
る
が
着
氷
は
初
め
て
の
尊
兄
で
あ
る
｡

河
の
流
域
で
あ
る
沖
荷
地
は
ツ
ン
ド
ラ
に
L<
つ
て
ゐ
る
｡
ゾ
ン
ド
ラ
ビ
は

一
年
の
大
卒
は
凍
結
し
樫
に
盛
夏
の
候

に
都
水
す
る
水
に
飽
激
し
新
薮
の
み
生
育
す

る
原
野

S事
で
あ
る
｡
俗
に
樺
太
に
て
ツ
ン
ド
ラ
ビ
い
ふ
の
は
北
海
道

の
ヤ
チ
の

!
歩
進
ん
だ
現
地
を
指
し
樹
木
が
生
育
し
て
ゐ
る
の
も
包
合
さ
れ
て
ゐ
る
｡
北
樺
太
に
で
は
ツ
ン
ド
ラ
な

ら
や
ど
も
土
は
盛
夏
の
｣
ヶ
月
を
の
ぞ
け
ば
凍
結
し
て
ゐ
る
O
中
頭
花
成
ひ
は
傾
斜
の
援
か
な
地
面
は

一
両
に
泥
炭

に
被
は
る
｡
泥
泉
は
時
に
二
米
に
達
す

る
｡

<
､
シ
ユ
ミ
リ
ド
牛
島
地
史
大
略

シ

ユ
",
ツ
ド
宇
島
に
は
中
塗
代
後
半
の
地
暦
よ
-
肯
き
岩
石
が
見
ら
れ
な
い
C

エリ
ザ

ベ
ス
膚
沈
擬
の
時
代
の
前

期
に
は
竿
島
は
近
海
或
は
掘
櫛
の
沖
積
平
原
地
で
あ
っ
た
O
此
時
に
火
山
の
噴
火
も
屡

々
繰
-
返
さ
れ
た
も
の
で
エ

-
ザ
べ
ス
暦
下
部
に
は
著
し
-
凝
次
男
の
地
膚
が
多

い
｡
後
年
に
な
っ
て
か
ら
は
糊
海
平
原
地
は
洗
-
海
面
下
に
捜

し
て
聯
底
に
は
黄
色
ぜ月
岩
が
班
耕
し
た
｡
此
糎
に
イ
ノ
ケ
ラ
ム
ス
貝
が
棲
息
し
た
｡

エ
-
ザ
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ス
厨
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硝
後
蛇
紋
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ゐ
る
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蛍
代
の
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初

に
は
玄
武
岩
の
噴
出
が
あ
っ
た
｡
北
太
平
洋
北
路
地
方
に
は

T
舷
に
櫨
韮
性
火
山
岩
の
噴
田
が
此

時
期
に
あ
つ
た
や
-
に
思
は
れ
る
O

育
第
三
紀
の
前
年
暁
新
政
か

ら

始
新
世
に
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っ
て
北
極
を
中
心
ビ
L
ア
ラ
ス
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ア
イ
ス
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を
包
倉
す

る

7
大
陸
が
服
想
せ
ら
れ
る
が
隼
島
は
賓
に
此
大
陸
の
漁
連
に
あ
っ
た

沖
積
平
原
の
.
一
部
に
あ
た
っ
て
ゐ
た
｡
平
原
は
漸
次
沈
降
し
て
行
っ
た
の
で
成
層
が
施
め
て
博
大
に
な
つ
花
.
ま
た

そ
の
城
崎
或
部
分
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原
ど
な
-
摺
鐸
ビ
花
-
相
木
が
盛
ん
に
繁
茂
し
た
.
昏
睡
の
束
候
は
捕
物
群
よ
-
昆
れ
ば
今

日
の
同
緯
度
の
地
よ
-
も
よ
は
7,J
渦
暖
で
あ
っ
た
.
北
極
大
陸
の
過
棟
は
同
機
類
似
の
状
態
に
あ
っ
た
J

漸
新
敗
の
後
年
に
入
る
や
北
極
大
陸
の
沿
岸
に
大
淀
泥
め
-
ア
メ
リ
カ
ビ
ア
'･,L
ァ
の
両
大
陸
は
切
断

さ
れ
て
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I

-
ソ
グ
海
峡
が
開
け
た
｡
竿
島
の
地
も
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水
の
浸
す
所
ど
な
-
特
有
の
貝
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が
僚
生
し
た
｡
気
温
も
可
な
-
低
下
し
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日
の
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-
な
っ
た
.
マ
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膚
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沈
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で
あ
る
.

中
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に
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て
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部
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ま
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た
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中
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に
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で
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の
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魚
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だ
化
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る
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は
東
山
脈
の

叫
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っ
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っ
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搬
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落
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な
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も
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ゐ
る
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鴇
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岩
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た
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常
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生
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着

氷
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融
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残
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世
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岸
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岸
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岸
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近
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